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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 27日 (2007.4.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 縮 弾 性 率 が ２ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 生 分 解
性 粒 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 時 の 強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を 特 徴
と す る 生 分 解 性 粒 子 。   
【 請 求 項 ３ 】
　 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 時 の 強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。     
【 請 求 項 ４ 】
　 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 壊 強 度 が ７ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず
れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 飽 和 含 水 状 態 の 重 量 が 、 乾 燥 状 態 の 重 量 に 比 べ て 、 １ ０ ５ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 系 コ ポ リ マ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ
か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 平 均 粒 子 径 が ６ ０ ～ ２ ０ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記
載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 粒 子 径 分 布 が 、 平 均 粒 子 径 ± １ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ
か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 形 状 が ３ ７ ℃ に お い て 球 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ の い ず れ か に 記 載 の 生
分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ３ ７ ℃ の リ ン 酸 緩 衝 生 理 食 塩 水 浸 漬 ２ ８ 日 後 に お け る 残 存 重 量 が 、 浸 漬 前 の 重 量 の ８ ０
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％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 医 療 用 途 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 生 体 内 の 管 状 の 器 官 を 塞 栓 す る た め の 粒 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 生
分 解 性 粒 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 水 溶 性 Ｘ 線 造 影 剤 を 粒 子 内 に 保 持 し 、 Ｘ 線 透 視 化 に お い て 塞 栓 部 位 や 塞 栓 状 態 の 確 認 が
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  本 発 明 の 目 的 は 、 以 下 の 構 成 に よ り 達 成 さ れ る 。
（ １ ） 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 縮 弾 性 率 が ２ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 生
分 解 性 粒 子 。
（ ２ ） 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 時 の 強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を
特 徴 と す る 生 分 解 性 粒 子 。   
（ ３ ） 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 時 の 強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。     
（ ４ ） 飽 和 含 水 状 態 に お い て 、 圧 壊 強 度 が ７ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ３ ）
の い ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
（ ５ ） 飽 和 含 水 状 態 の 重 量 が 、 乾 燥 状 態 の 重 量 に 比 べ て 、 １ ０ ５ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴
と す る （ １ ） ～ （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
（ ６ ） ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 系 コ ポ リ マ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ５ ） の
い ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
（ ７ ） 平 均 粒 子 径 が ６ ０ ～ ２ ０ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ６ ） の い ず れ
か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
（ ８ ） 粒 子 径 分 布 が 、 平 均 粒 子 径 ± １ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ７ ）

ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
（ ９ ） 形 状 が ３ ７ ℃ に お い て 球 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ８ ） の い ず れ か に 記
載 の 生 分 解 性 粒 子 。
（ １ ０ ） ３ ７ ℃ の リ ン 酸 緩 衝 生 理 食 塩 水 浸 漬 ２ ８ 日 後 に お け る 残 存 重 量 が 、 浸 漬 前 の 重 量
の ８ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ９ ） の い ず れ か に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
（ １ １ ） 医 療 用 途 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ １ ０ ） の い ず れ か に 記 載 の 生 分 解
性 粒 子 。
（ １ ２ ） 生 体 内 の 管 状 の 器 官 を 塞 栓 す る た め の 粒 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ １ ） 記 載
の 生 分 解 性 粒 子 。
（ １ ３ ） 水 溶 性 Ｘ 線 造 影 剤 を 粒 子 内 に 保 持 し 、 Ｘ 線 透 視 化 に お い て 塞 栓 部 位 や 塞 栓 状 態 の
確 認 が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ２ ） に 記 載 の 生 分 解 性 粒 子 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
  ま た 、 本 発 明 の う ち の 第 ２ の 発 明 の 生 分 解 性 粒 子 は 、 飽 和 含 水 状 態 で の 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪
み 強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 さ ら に 好 ま し く は １ ０ Ｐ ａ ～ ８ Ｍ Ｐ
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で あ る 。 含 水 状 態 に お い て 、 １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 の 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 強 度 を 有 す る 粒 子 は 硬 く
な る こ と な く 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル 、 お よ び 血 管 内 で 使 用 す る 材 料 と し て 適 当 な も の と な
る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
  ま た 、 本 発 明 の う ち 第 ３ の 発 明 に お い て は 、 さ ら に 飽 和 含 水 状 態 で の 圧 壊 強 度 が
７ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は １ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る 。 含 水 状
態 に お い て 、 ７ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 の 圧 壊 強 度 を 有 す る こ と に よ り 粒 子 は 脆 く な ら ず 、 マ イ ク
ロ カ テ ー テ ル 内 で 圧 潰 物 が 詰 ま る と い う 可 能 性 を 排 除 で き る た め 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル お
よ び 血 管 内 で 使 用 す る 材 料 と し て よ り 適 当 な も の と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
  本 発 明 の 生 分 解 性 ポ リ マ ー と し て 、 生 分 解 性 ポ リ マ ー と 水 溶 性 ポ リ マ ー か ら な る コ ポ リ
マ ー の 製 造 方 法 を 例 示 す る 。 水 不 溶 性 ポ リ マ ー の 合 成 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 溶 融 重
合 、 開 環 重 合 な ど が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 乾 燥 空 気 あ る い は 乾 燥 窒 素 気 流 中 、 撹 拌 翼 を 備
え た 重 合 槽 中 に 、 原 料 で あ る 所 定 の 平 均 分 子 量 の 水 溶 性 ポ リ マ ー と 生 分 解 性 ポ リ マ ー 原 料
を 投 入 し 、 加 熱 し て 混 合 物 を 触 媒 と と も に 撹 拌 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 使 用 す る 触 媒 と
し て は 、 通 常 の ポ リ エ ス テ ル の 重 合 に 使 用 さ れ る 触 媒 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば
、 塩 化 ス ズ 等 の ハ ロ ゲ ン 化 ス ズ 、 ２ － エ チ ル ヘ キ サ ン 酸 ス ズ 等 の 有 機 酸 ス ズ 、 ジ エ チ ル 亜
鉛 、 乳 酸 亜 鉛 、 乳 酸 鉄 、 ジ メ チ ル ア ル ミ ニ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム ハ イ ド ラ イ ド 、 ブ チ ル リ チ ウ
ム や ｔ － ブ ト キ シ カ リ ウ ム 等 の 有 機 ア ル カ リ 金 属 化 合 物 、 金 属 ポ ル フ ィ リ ン 錯 体 ま た は ジ
エ チ ル ア ル ミ ニ ウ ム メ ト キ シ ド 等 の 金 属 ア ル コ キ シ ド 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 ベ
ン ト 付 き 二 軸 混 練 押 出 機 ま た は そ れ に 類 似 す る 撹 拌 お よ び 送 り 機 能 を 有 す る 装 置 を 用 い て
、 生 分 解 性 ポ リ マ ー 原 料 お よ び 触 媒 を 溶 融 状 態 で 撹 拌 、 混 合 、 脱 気 し つ つ 、 連 続 的 に 生 成
し た 水 不 溶 性 ポ リ マ ー を 取 り 出 す こ と に よ り 重 合 を 遂 行 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 生 成
し た 水 不 溶 性 ポ リ マ ー を 良 溶 媒 に 溶 解 し 、 貧 溶 媒 を 滴 下 し 沈 殿 が 生 成 し た 後 の 白 濁 物 の 温
度 を 変 化 さ せ て 、 一 度 沈 殿 物 を 溶 解 さ せ た 後 に 再 び 元 の 温 度 に ゆ っ く り と 戻 し て 沈 殿 を 生
成 さ せ る こ と に よ り 、 分 別 精 度 を 上 げ る こ と も で き る 。 前 記 分 別 沈 殿 法 に 使 用 す る 良 溶 媒
と し て は 、 例 え ば 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン や ハ ロ ゲ ン 系 有 機 溶 媒 （ ジ ク ロ ロ メ タ ン 、 ク ロ ロ
ホ ル ム ） ま た は こ れ ら の 混 合 溶 媒 を 例 示 す る こ と が で き る 。 前 記 分 別 沈 殿 法 に 使 用 す る 貧
溶 媒 と し て は 、 ア ル コ ー ル 系 や 炭 化 水 素 系 の 有 機 溶 媒 が 好 ま し い 。 そ し て 、 生 分 解 性 ポ リ
マ ー と 水 溶 性 ポ リ マ ー の 種 類 、 さ ら に は そ の 分 子 量 を 適 宜 選 択 す る こ と に よ っ て 飽 和 含 水
状 態 で の 圧 縮 弾 性 率 が ２ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 、 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 時 の 強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 の
い ず れ か を 達 成 し 、 さ ら に は 圧 壊 強 度 が ７ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 と な 生 分 解 性 粒 子 を 得 る こ と
が で き る 。 例 え ば 、 生 分 解 性 ポ リ マ ー に ポ リ 乳 酸 － ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル － ポ リ 乳 酸 の
コ ポ リ マ ー を 選 択 し た 場 合 、 ポ リ 乳 酸 部 分 の 重 量 平 均 分 子 量 を 上 述 の １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０
０ ０ 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 部 分 の 重 量 平 均 分 子 量 を ２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ０ の 範 囲 内 と す
る こ と に よ っ て 、 飽 和 含 水 状 態 で 圧 縮 弾 性 率 が ２ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 、 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 時 の
強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 の い ず れ か を 達 成 し 、 さ ら に は 圧 壊 強 度 が ７ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 と す る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
  本 発 明 の 生 分 解 性 粒 子 の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 球 状 粒 子 で あ る こ と が 好 ま し い 。
棒 状 、 直 方 体 、 立 方 体 な ど の 形 状 は そ の 粒 子 径 が 不 明 確 で 、 血 管 に 塞 栓 す る 場 合 に 粒 子 の
向 き に よ っ て 塞 栓 状 態 が 異 な る が 、 球 状 粒 子 で あ れ ば よ り 完 全 な 閉 塞 が 可 能 と な る 。 造 粒
方 法 と し て は 、 転 動 造 粒 法 、 流 動 層 造 粒 法 、 噴 霧 層 造 粒 法 、 撹 拌 造 粒 法 、 解 砕 造 粒 法 、 圧
縮 造 粒 法 、 押 出 造 粒 法 、 液 滴 固 化 造 粒 法 な ど 公 知 の 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば
、 液 滴 固 化 造 粒 法 で は 、 水 不 溶 性 ポ リ マ ー を ジ ク ロ ロ メ タ ン 、 ク ロ ロ ホ ル ム 、 酢 酸 エ チ ル
、 イ ソ プ ロ ピ ル エ ー テ ル な ど に 溶 解 し 、 こ れ を 界 面 活 性 剤 、 保 護 コ ロ イ ド 剤 な ど を 含 有 す
る 水 相 に 分 散 し 、 公 知 の Ｏ ／ Ｗ 型 ま た は Ｗ ／ Ｏ ／ Ｗ 型 液 中 乾 燥 法 あ る い は そ れ に 準 じ た 方
法 、 ス プ レ ー ド ラ イ 法 な ど の 方 法 に よ り 粒 子 状 の 塞 栓 材 料 と す る こ と が で き る 。 こ こ で 用
い る 界 面 活 性 剤 、 保 護 コ ロ イ ド 剤 と し て は 安 定 な 油 ／ 水 エ マ ル シ ョ ン を 形 成 し う る も の で
あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 （ オ レ イ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ス テ
ア リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ラ ウ リ ル 硫 酸 ナ ト リ ウ ム な ど ） 、 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 （ ポ リ エ キ
シ エ チ レ ン ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ヒ マ シ 油 誘 導 体 な ど ） 、 ポ リ
ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 レ シ チ ン 、 ゼ
ラ チ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 か ら 、 １ 種 類 あ る い は 複 数 を 組 み 合 わ せ て 使 用 し て
も よ い 。 と り わ け 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ゼ ラ チ ン が 好
ま し い 。 そ の 濃 度 は 、 ０ ． ０ １ ～ ８ ０ ｗ ｔ ％ 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ０ ５ ～ ６ ０ ｗ ｔ ％ の 中
か ら 選 ば れ 、 こ の 濃 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 飽 和 含 水 状 態 で 圧 縮 弾 性 率 が ２ ８ ０ Ｍ Ｐ ａ
以 下 、 圧 縮 体 積 ５ ％ 歪 み 時 の 強 度 が １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 の い ず れ か を 達 し 、 さ ら に は 圧 壊 強
度 が ７ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 と す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 製 造 さ れ た 粒 子 は 一 般 的 に 球
状 粒 子 で あ る が 、 一 部 に 不 定 形 の 粒 子 が 混 じ る こ と が あ る 。 こ の よ う な 粒 子 を 取 り 除 く 目
的 で 、 適 当 な 目 開 き の ふ る い を 複 数 使 用 し て 目 的 の 平 均 粒 子 径 、 目 的 の 粒 子 径 分 布 の 粒 子
を 得 る こ と が で き る 。
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